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１．ねらい

三種町（旧山本町）のジュンサイはかつ

て自然沼で生産が行われていたが、最近は

転作水田を主体に約240 で栽培され、国ha
内生産量の7～8割を占めている。栽培化に

伴って単収が増加し、害虫が問題となって

きた。防除対策の参考とするために、ジュ

ンサイ田で発生している主要害虫の種類と

被害および発生経過を明らかにした 。防1)

除薬剤については、水系に配慮した薬剤を

選定する必要がある。そこで、ジュンサイ

田において使用可能で効果的な薬剤を選定

し、主要害虫であるトラフユスリカ、マダ

ラミズメイガ、ジュンサイハムシに対する

防除効果を明らかにして防除対策の資料と

する。

２．試験方法

（1）室内試験による有効薬剤の選定

水道水700 を入れた蓋付きの容器（約ml
18×13×4.5 ）にカルタップ(75 )水溶cm %
剤は0.2 、イミダクロプリド(20 )フロppm %
アブルは0.04 となるよう調製し、トラppm
フユスリカ幼虫が各区10頭程度寄生してい

L- Dるジュンサイ葉を浸漬した 23℃ 16 8。 、

の条件下において浸漬処理後1日、2日、4

日に生存虫数を記録した。また、マダラミ

ズメイガ、ジュンサイハムシに対しては

(50 )乳剤を1,000倍、シラフルオフDEP %
ェン(19 ) およびテブフェノジド(20% EW
)水和剤を2,000倍に調製し、それぞれの%

薬液にジュンサイ葉3枚を30秒間浸漬して

水を切り、水道水400 を入れた容器に処ml
理葉を浮かべて供試虫を各区10頭放した。

、 、 、23℃ 16 8 の条件下におき 処理後1日L- D
2日、3日、5日の生存虫数を記録した。

室内試験に用いた薬剤について、①魚毒

性、②対象害虫の殺虫効果、③薬害につい

て評価し、ジュンサイ田における防除試験

に供する薬剤の選定を行った。総合評価は

薬害、魚毒性、薬剤効果の順に重視した。

（2）ジュンサイ田における防除試験

トラフユスリカを対象にイミダクロプリ

ド(1 )粒剤の3 /10 を浮葉発生前の4月% kg a
下旬に散布した。寄生虫数の調査は約7日

間隔で任意の10茎を採取し、実体顕微鏡下

で未展開葉に寄生するトラフユスリカ幼虫

および蛹を計数した。マダラミズメイガお

よびジュンサイハムシにはシラフルオフェ

ン 2,000倍液の100 /10 を浮葉発生期EW aℓ

の6月中旬に動力噴霧機で散布した。寄生

虫数の調査は約7日間隔で3カ所に設置した

0.5×0.5 の枠内の浮葉に寄生する虫を計m
数した。

３．結果及び考察

（1）室内試験による有効薬剤の選定

粒剤を想定したカルタップ水溶剤とイミ

ダクロプリドフロアブルではイミダクロプ

リドフロアブルがトラフユスリカに効果が

高く、かつ魚毒性が低く薬害がなかったこ

とから有望と考えられた。液剤散布を想定

した 乳剤、シラフルオフェン 、テDEP EW
ブフェノジド水和剤のうち、シラフルオフ

ェン はマダラミズメイガとジュンサイEW
ハムシに対する効果が高く、かつ魚毒性が

低く薬害がなかったことから有望と考えら

れた（表1 。）

（2）ジュンサイ田における防除試験

イミダクロプリド粒剤のトラフユスリカ

に対する防除効果は、4月下旬の散布では

散布2週間後に最も効果が高く、密度抑制

効果が認められた（図１ 。シラフルオフ）

ェン のマダラミズメイガに対する防除EW
効果は、6月中～下旬の散布で散布3～4週

間後まで高い防除効果が認められた（図

2 。シラフルオフェン のジュンサイハ） EW
ムシに対する防除効果は、6月中旬の散布

で散布2～4週間後まで高い防除効果が認め

られた（図3 。）

４．まとめ

（1）トラフユスリカはジュンサイ田内で

幼虫越冬するので、イミダクロプリド粒剤

の散布時期は4月中旬～5月上旬と考えられ

る。散布量は水稲に準じた3k /10 であるg a
ため、効果を高めるためにあらかじめ水量

を少なくして止水する。散布後１週間程度

は水を入れないようにする。

（2）マダラミズメイガは幼虫態で、ジュ

ンサイハムシは成虫態で越冬するが、浮葉

の食害は6月上旬から多くなるので、食害

が目立ってきたらシラフルオフェン をEW
散布する。

（3）各薬剤のジュンサイ田における登録

、 、内容は イミダクロプリド粒剤が3k /10g a
EW収穫前日まで1回、シラフルオフェン

が2,000倍、60～150 /10 、収穫前日まで2ℓ a
回である。
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表１　供試薬剤の評価

カルタップ水溶剤* × ◎ - - × ×
イミダクロプリドフロアブル* ◎ ◎ - - ◎ ◎
ＤＥＰ乳剤 ○ - ◎ ◎ ◎ ○
シラフルオフェンＥＷ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎
テブフェノジド水和剤 ◎ - ◎ × ◎ ×
注１：*は粒剤を想定、－は対象外.

注２：魚毒性の評価はＡ類が◎、Ｂ類は○、Ｂ-s類は×.

注３：薬効は室内試験での死虫率で評価. ◎は90%以上、○は50～90%、×は50%以下.

注４：薬害は無しが◎、有りが×（カルタップ水溶剤の薬害は浮葉褐変、枯死）.

注５：総合評価は薬害、魚毒性、薬効の順に重視.
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図１　ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ1粒剤のﾕｽﾘｶ類に対する防除効果(2003年)
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図１　ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ粒剤のﾄﾗﾌﾕｽﾘｶに対する防除効果
*数字は補正密度指数
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図２　ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝEWのﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞに対する防除効果
*数字は補正密度指数
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図３　ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝEWのｼﾞｭﾝｻｲﾊﾑｼに対する防除効果
*数字は補正密度指数
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